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1626 47.82 突発性発しん 8 0.38 0.31 横ばい

インフルエンザ - - 0.71 ヘルパンギーナ 18 0.86 0.16

新型コロナ

（ＣＯＶＩＤ－１９）
22 0.65 流行性耳下腺炎 1 0.05 0.04
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Ａ群溶血性レンサ

球菌咽頭炎
54 2.57 2.58 細菌性髄膜炎 - - - 8

感染性胃腸炎 108 5.14 6.27 無菌性髄膜炎 - - - 6

水痘 4 0.19 0.32
マイコプラズマ

肺炎
2 0.33 0.19

手足口病 15 0.71 0.74
クラミジア肺炎

(ｵｳﾑ病を除く)
- - -

伝染性紅斑 1 0.05 0.72
感染性胃腸炎
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- - 0.26
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報告数が少数の場合などは、発生記号を

記載していません。

疾患名
前週と比較しておおむね

1：1.5～2の増減

ほとんど増減なし

前週と比較しておおむね

1：2以上の増減

前週と比較しておおむね

1：1.1～1.5の増減
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類型 疾患名 報告数 累計   備考

2 結核 4 55
10歳代・推定感染地域：国外、
20歳代・推定感染地域：国外、70歳代、90歳代

4 重症熱性血小板減少症候群 1 1 60歳代

5 梅毒 2 42 10歳代、30歳代

5 百日咳 1 23 10歳代

■定点把握感染症報告状況（週報対象）

２０２６年第２１週（５月１８日～５月２４日）

■全数把握感染症報告状況

■コメント

３ 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）
今年初めての報告がありました。SFTSウイルスを保有する

マダニに刺されることで感染するほか、感染している人や動
物の血液・体液との接触によって感染することもあります。感
染予防のため、山や草むらに入るときは、長袖・長ズボンな
どを着用して皮膚の露出を少なくし、マダニの付着を防ぎま
しょう。また、野生動物との接触を避け、ペットのマダニ対策
を心がけましょう。

２ ヘルパンギーナ
定点当たり0.86人の報告がありました。例年と比べて多い

状況が続いており、注意が必要です。手洗いの励行、オムツ
の適切な処理など、感染予防対策を心がけましょう。

ヘルパンギーナの流行状況
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１ 手足口病
定点当たり0.71人と、増加傾向です。口の中の粘膜や手足

などに水疱性の発疹がでるウイルス性の疾患で、乳幼児を
中心に、夏季に流行がみられます。感染経路は、飛沫感染、
接触感染、糞口感染です。手洗いの励行、オムツの適切な
処理、タオルの共用を避けるなど、感染予防対策を心がけま
しょう。

手足口病の流行状況
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第17週 2,087 11 32 9 8 62 128 6 2 - 7 7 1 - 2 - - 1 - -
報 第18週 2,118 12 15 4 8 57 111 8 3 1 3 7 - - 4 - - 1 - -
告 広島市 第19週 1,272 3 15 1 8 39 84 3 7 - 2 6 - - 3 - - 3 - -
数 第20週 1,643 4 15 5 6 54 124 6 13 2 7 20 1 - 2 - - - 1 -

第21週 1,626 - 22 6 6 54 108 4 15 1 8 18 1 - 4 - - 2 - -
第17週 61.38  0.32  0.94  0.43  0.38  2.95  6.10  0.29  0.10  - 0.33  0.33  0.05  - 0.25  - - 0.17  - -

定 第18週 64.18  0.36  0.45  0.19  0.38  2.71  5.29  0.38  0.14  0.05  0.14  0.33  - - 0.50  - - 0.17  - -
点 広島市 第19週 37.41  0.09  0.44  0.05  0.38  1.86  4.00  0.14  0.33  - 0.10  0.29  - - 0.38  - - 0.50  - -
当 第20週 48.32  0.12  0.44  0.24  0.29  2.57  5.90  0.29  0.62  0.10  0.33  0.95  0.05  - 0.25  - - - 0.17  -
た 第21週 47.82  - 0.65  0.29  0.29  2.57  5.14  0.19  0.71  0.05  0.38  0.86  0.05  - 0.50  - - 0.33  - -
り 第19週 36.28  0.18  0.34  0.27  0.26  1.61  3.10  0.39  0.36  0.05  0.24  0.06  0.03  0.01  0.36  0.02  0.02  0.17  0.01  0.06  

第20週 47.59  0.14  0.37  0.28  0.43  3.02  5.01  0.48  0.65  0.09  0.36  0.15  0.04  0.01  0.52  0.02  0.03  0.16  0.01  0.06  
全国
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感染症発生動向調査に基づく病原体定点医療機関からの搬入分（ARI分を除く）のみ掲載

診断名 主症状 年齢 発症年月日 検査材料　　  検出病原体

感染性胃腸炎 発熱(38.3℃) 丘疹 鼻水 下痢 咳嗽 0 2026/02/28 糞便　 ﾉﾛｳｲﾙｽGII

手足口病 発熱(38.8℃) 発疹 0 2026/03/22 咽頭拭い液　 ｺｸｻｯｷｰｳｲﾙｽA10型

流行性角結膜炎 結膜炎 結膜充血 眼脂 71 2026/02/26 結膜擦過物　　 ｱﾃﾞﾉｳｲﾙｽ54型

（検査：広島市衛生研究所）

②コピーと画像出力

感染症発生動向調査に基づくARI病原体定点医療機関からの搬入分のみ掲載
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第16週 15 7 1 3 5 1

第17週 15 9 3 1 3 1 4 3

第18週 9 9 1 2 6 1

第19週 9 6 1 4 1

第20週 13 7 1 1 5 2 3

＊同一検体からの複数ウイルス検出例を含む （検査：広島市衛生研究所）

本週報は、速報性を重視していますので、今後調査などの結果に応じて若干の変更が生じる
ことがあります。なお、感染症情報の詳細についてはホームページでご覧いただけます。
https://www.city.hiroshima.lg.jp/living/eisei/1003071/index.html

【問い合わせ先】
広島市感染症情報センター/広島市衛生研究所 〒733-8650 広島市西区商工センター四丁目１番２号

TEL(082)277-6575 FAX(082)277-5666 E-Mail ei-seikatsu@city.hiroshima.lg.jp

■定点把握感染症報告状況（週報対象）の推移

２０２６年第２１週（５月１８日～５月２４日）

■病原体検出状況（ＡＲＩサーベイランス）

検索詳しくはホームページで 広島市 病原体

■新たに判明した病原体検出状況

6月1日～7日は 「ＨＩＶ検査普及週間」 です！

後天性免疫不全症候群(エイズ)は、ヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）に感染することで引き起こされる疾患で、未治療
の場合、感染後、数年から10年程度、症状がない状態が続いた後に発症します。その間、検査を受けなければ、自
分が感染していることや、大切な人へ感染させる可能性があることに気づきません。

感染を早期に発見し、適切な治療を受けるため、そして大切な人を守るためにも、感染の可能性のある方や不安
をお持ちの方は、検査を受けましょう。

6月20日土曜日にHIV・梅毒の臨時検査を実施します！ https://www.city.hiroshima.lg.jp/living/medical/1021213/1039408.html

臨時検査を6月20日土曜日17:00～19:00に実施します（予約不要）

広島市では、HIV/エイズ・梅毒の無料・匿名検査を各区保健センターで実施しています（要予約）

HIV／エイズの無料・匿名検査（Web予約可能です） https://www.city.hiroshima.lg.jp/living/medical/1021213/1022693.html


